ゆ うち かってもと 

嫁 かれた 家 だけで も、 お 勝手 許の 御 都合が よいよう 

にと 祈る 心からであった。 それが あんな ことにな ろ 

うと は 夢にも 思い設け なんだ。 誰でもよ い。 私が 死 

に 際のお 願いに あの 鼓 を 取り返して 下さらん か。 そ 

うして 又と 役に立たん ように 打ち 潰して 下さらん か- 

ど ぅぞ ど ぅぞ 頼みます」 

これが 久 能の 遺言と なった が、 誰も 鶴 原 家に 鼓 を 取 

リ 返しに 行く 者 なぞなかった。 それ どころ でな く 変死 

であった ので、 ごく 秘密で 久 能の 死骸 を 葬った。 

しかし この 遺言 はい つと なく 噂と なつ て 世間に 広ま 



もなかつ たので 探す 方で は 途方に 暮れた。 一方に 気の 

早い 内弟子 はもう 後签を ねらって 暗闘 を 初めてい るら 

しい 事 なぞ をお しゃ ベリの 女中から きいた。 

「あなたが 大方 あと 継ぎに おなりに な るんで ショ」 な 

ぞ とその 女中 は 云った。 

しかし 老 先生 は 私に 鼓 打ちに なれ なぞと は 一 口 も 云 

むやみ 

われなかった。 只 無暗 に 可愛がって 下さる ばかりで 

あった。 

う-ち う-ち ね 

けれども 家が 家 だけに 鼓の 音 は 朝から 晚 まで 引つ 切 

りなし にき こえた。 その ポンポン ポンポン とい う 音 を 

ゥ ンザリ する 程き かされて いるう ちに 私の 耳 は 子供な 



やろう —— なぞと 思って いたから、 なおのこと 大飯を 

喰って 元気 を 養った。 

その 年が 過ぎて 翌年の 春のお しまいが けになる と、 

若 先生 はいよ いよ 亡くなられた ことにき まった ので、 

極く 内輪で お菓子と お茶ば かりの 御 法事が 老 先生 の お 

へや ごま 

室であった。 その 席上で 老 先生の 親類ら しい 胡麻塩の 

おやじが、 

「早く 御 養子で もな すつ て は …… 」 

と 云ったら 並んで いる 内弟子の 三、 四 人が 一時に 私 

の 方 を 見た。 老 先生 は 苦笑い をされ た。 

やす 

「サ ァ、 靖 (若 先生) の あと は、 ちょっと ありません 



「フ 1 ン」 

と老 先生 はすこし 御機嫌が わるい らしく、 白い 煙 を 

一 服 黒い 天井の 方へ 吹き出された。 

「じ やどん な 音色が 好きなん だ」 

「どの 鼓で も ポンポン ボンって 『ン』 の 字 をい うから 

嫌なん です。 ポンポンの 『ン』 の 字 をい わない …… ポ 

…… ポ …… ポ …… という 響の ない …… 静かな 音 を 出す 

鼓が 欲し いんです」 

「 …… フ— ム …… おれの 鼓 はどう だえ」 

「好きです 僕 は …… 。 けれども ポオ …… ポオ …… ポオ 

…… といい ます。 その 『ォ』 の 字 も 出ない 方が いいと 



鼓 を 打った。 

こうして 大正 十 一 年 II 私が 二十 一 歳の 春が 来た。 

その 三月の なかばの 或る日の 午後、 老 先生 は 私 を 呼び 

付けて、 

「これ を 鶴 原 家へ 持って ゆけ」 と 四角い 縮緬の 風呂敷 

包み を 渡された。 

鶴 原 家と きくと すぐに 例の 鼓の こと を 思い出し たの 

で、 私 は 思わず 胸 を 躍らせて 老 先生の 顔 を 見た。 老先 

生 も マジ マジと 私の 顔 を 見て おられた が、 

「誰に も 知れない ようにす るんだ よ。 家は笄 町の 神道 

本局の 筋 向う だ。 樅の 木に 囲まれた 表札 も 何もない 家 



たのです。 本当 はとても いい 鼓 …… 」 

と 云い も 終らぬ うちに 妻 木 君の 表情が 突然 物凄 い ほ 

どか わった のに 驚いた。 眉が 波打って ピリ ピリと 逆 

立った。 口が 力なく ダラ リと 開く とま だ モナ 力の 潰し 

あん 

餡の くっ付い ている 荒れた 舌が ダラ リと 見えた。 

私 は 水 を 浴びた ように ゾッ とした。 これ はいけ ない。 

. J の 青年 は や つ ぱ り 気が 変な の だ。 それ も 多分 あやか 

しの 鼓に 関係した 事から らしい。 飛んでも ない こと を 

云い 出した …… と 思い ながら その 顔 を 見詰めて い た。 

けれども それ はほんの 一寸の 間の ことであった。 妻 

木 君の 表情 は 見る見る もとの 通りに 冷たく 白く 落 付く 



「あなた はもし や 音 丸と いう 御 苗字ではありません 

か」 

かおつき 

私 はこの 時 どんな 表情 をした か 知らない。 唯 妻 木 君 

の 顔 を 穴の あく 程 見詰めて やっとの ことうな ずいた。 

そうして 切れ切れに 尋ねた。 

r どうして それ を 」 

し よ ぅぜ ん 

妻 木 君 は 深く うなずいた。 悄然と していった。 

「しかたが ありません。 私 は 本当の こと を 云います。 

あなたのお 家の 若 先生から 聞きました。 私 は 若 先生に 

お 稽古 を 願った ものです が …… 」 

私 は グッと 唾 を 飲み込んだ。 妻 木 君の 言葉の 続き を 



は自烈 度くな つ て 又 問うた。 

「その 鼓 は どんな 恰好でした か」 

妻 木 君 はや はり 妙な 顔 をして いたが、 やがて 力なく 

投げ出す ように 云った。 

「僕 はま だ その 鼓 を 見ない のです」 

あ. つ-す 

「エツ …… まだ」 と 私 は 呆気に とられて 云った。 

「ェ ェ。 伯母が 僕に 隠して どうしても 見せな いんで 

す」 

「それ は 何故です か」 と 私 は 失望と 憤慨と を 一 緖 にし 

て 問うた。 妻 木 君 は 気の毒 そうに 説明 をした。 

「伯母 は 若 先生が 打 たれた 『あやかし の 鼓』 の 音 をき 



と 私の 質問 はいよ いよぶし つけに なった ので、 妻 木 

君の 返事 は 益々 受け太刀の 気味に なった。 

r …… 伯母 は 毎日 出かけ ますので その 留守中に よく 探 

して 見ます けれども、 どうしても 見当らない のです」 

「外へ 出る たんびに 持って 出られる のじ やないです 

か」 

「いいえ 絶対に …… 」 

「じ や 伯母さん は …… 奥さん はいつ その 鼓 を 打 たれる 

のです か」 

この 質問 は 妻 木 君をギ ックリ させたら しく 心持ち 

はにか くちごも 

羞恥んだ 表情 をした が、 やがて 口籠りながら 弁解 をす 



感じた。 むろん 今の 鞭の 事 なぞ 尋ねる 勇気はなかった。 

「こっちへ お 這 入りな さ い。 この 室で 伯母 は 鼓 を 打 つ 

らしい のです」 

私 は ほっと 溜め息 を して 奥の 座敷 に 這 入 つ た —— , J 

の 家に はこれ 切りし か 室がない の だ —— と 思 いながら 



奥の 一室の 新しい 畳 を 踏む と、 私 は 今まで 張り詰め 

ていた 気分が 見る見る 弛んで 来る ように 思った。 

青々 とした 八 畳 敷の 向う に 月見 窓が ある。 外に は 梅 

でも 植えて ありそうに 見える。 



「何もかも すっかり わかった でしよう」 

「わかりました。 …… 只 一 つ …… 」 と 私 は 涙 を 拭いて 

云った。 

「若 先生 は …… あなた は なぜ この 鼓 を 持って 高 林 家へ 

お帰りに ならない のです か」 

若 先生の 眉の 間に 何ともい えぬ 痛々 しい 色が 漂った _ 

「わかりません か 君 は …… 」 

「わかりません」 と 私 は 真面目に かしこまった。 若 先 

生 は 細い ため息 を 一 つされ た。 

「それで はこの 次に 君が 来られる 時 自然に わかる よう 

にして 上げよう。 そうして この 鼓 も 正当に 君の ものに 



向う も 立ち止ま つ て 顔 を 上げた。 

それ は 二十 四、 五位に 見える 色の 白い 品の いい 婦人 

であった。 髪 は 大きく ハイカラに 結って いた。 黒紋付 

しろえ り 

きに 白 襟 を かけて いたが 芝居に 出て 来る 女の ように 恰 

好が よかった。 手に 何 か 持って いたよう であるが その 

時 はわから なかった。 

私 は その 時 何の 意味 もな くお 辞儀 をした ように 思う。 

その 婦人 もしと やかに お辞儀 をして すれ違った。 その 

時に 淡い 芳香が 私の 顔 を 撫でて 胸の 奥まで ほのめき 

入った。 

私 は 今 一 S ふり 返つ て 見たくて たまらな いの を 我 侵 



して 真直ぐ に 歩いた ために 汗が 額に ニジミ 出た。 そう 

こ-つが いばし たもと 

して、 やっと 笄 橋 の 抉まで 来る と、 不意に 左手の 坂 

くるま 

から 俥が 駆け 降りて 来て 私と すれ違った。 私 は その 

拍子に チラ リ とふり 向いた。 

黒 い 姿が 紫色 の 風呂敷 包み を 抱え て 鶴 原 家の 前の 木 

橋の 上に 立って いた。 白い 顔が こっち を 向いて いた。 

私 は 逃げる ように 横町に 外れた。 

この間 は 失礼しました。 

私 は あの 鼓の 魔力に かか つ て 精魂 を 腐らした 結果 御 

覧の 通りの 無力の 人間に 成り果てました。 しかし そ 



リボンの 中折れと いう 馬鹿馬鹿しく ニヤ ケた 服装が、 

不思議に 似合って 神妙な 遊芸の 若 先生に 見えた。 ふだ 

ん なら 吹き出した かも 知れない が ， J の 時 は それ ど ころ 

ではなかった。 

私 はこの 数日間の なやみに 窶れた 頰を 両手で 押えな 

がら、 運転手の うしろの 硝子 板に 顔 を 近寄せて 見た。 

頭 を 刈って 顔 を 剃った ばかりな のに 年が 二 つ 位 老けた 

ような 気がする。 赤かった 頰の色 もす つか リ 消え失せ 

ている ようで ある。 

自動車が 鶴 原 家に 着く と 若 先生 …… ではない 妻 木 君 

が、 この間の 通りの 紺 飛白の 姿の まま 色眼鏡 を かけな 



私 は 妻 木 君が 出て ゆく の を 待ち かねて 違い棚の 上に 

露出し に 並んで いる 四 ッの鼓 を 見た。 何だか それが 今 

夜 私 を 死刑に する 道具の ように 見えた からで ある。 I 

I 「四 ッの鼓 は 世の中に 世の中に。 恋と いう 事 も。 

恨と いう こと も」 という 謡曲の 文句 を 思い出し 

ながら 私 は 気 を 押し 鎮めた。 

うしろの 障子が 音 もな く 開いて 鶴 原 未亡人が 這 入 つ 

て 来た 気 はいがした。 

私 はこの 間の ように 眩惑され まいと 努力しながら 出 

来る だけ しとやかに 席をヒ つた。 

「ま …… どうぞ …… 」 と 澄み 通った 気品の ある 声で 会 



な こと はないで はありません か。 この 年月 二人で 打つ 

ていながら 一 度 も その シン ミリと その 呪いの 音 をき い 

た 事がないで はありません か。 あの 鼓 を 打って ホン ト 

の 音色 をお 出しになる ほどのお 方なら ば 私 はい つ でも 

あの 鼓 をお 譲りし ますと …… 」 

私 は 又 顔 を 上げない わけに 行かなかった。 すると 今 

度 は 未亡人の 方が 淋しい 恰好で 伏 眼に なって いる。 

r …… そう 申します と 甥が 申します に は、 それなら 今 

からお 手紙 を 差し上げよう。 いま 一 度お 運び をお 願い 

しょうと 申します。 そんなぶ しっけな こと をと 申し ま 

すと、 それ はきつ とお 出で 下さる にちがいない。 まだ 



を かける と、 ハツと 驚いて 唇 を ふるわし ている 未亡人 

を 尻目に かけた。 そうして 武士が 白刃の 立ち合い をす 

る 気持ち で 引き寄せて 身構えた。 

「あやかし の 鼓」 の 皮 は、 しめ やかな 春の 夜の 気 はい 

と、 室に 充ち 満ちた 暖かさの ために 処女の 肌の ように 

やわ 

和らいで いるの を 指が 触 わると 同時に 感じた。 その 表 

皮と 裏 皮に、 さらに 心 を 籠め た 息 を 吐き かける と、 や 

おら 肩に 当てて 打ち出した。 …… これ を 最後の 精神 を 

ひそめて …… 。 

初めは 低く 暗い 余韻の ない II お 寺の 森の 暗に 啼く 

梟 の 声に 似た 音色が 出た。 喜び も 悲しみ もない …… 



おび 

と 未亡人 は魘 えた 声で 云った。 妻 木 君 はホッ とため 

息をした。 

「けれども まあ …… 何とい うかわった 音色で 御座いま 

しょう。 そうして 又 何とい うお 手の 冴えよう …… 私 は 

髪の毛 を 引き締められる ように ゾッと 致し ましたよ… 

;」 

と 感激に ふるえる ような 声で 云いつ つ 未亡人 は 立ち 

上って 洋酒の 瓶 を 仕舞う と 又 座に 帰った が、 やがて ふ 

と 思い出し たように 黒い 眼で 私の 顔 を ジッと 見る と、 

両手 を 畳に 支えて 身 を 退けながら ひれ 伏した。 

「まことに 有り難う 存じました。 私 はお かげ 様で 生れ 



水々 しい 丸鬍を 見下した まま 身じろぎ 一 つし なかった- 

未亡人 は 両手の 間に 顔 を 埋めた まま 言葉 を 続けた。 

「申す もお 恥 かしい 事ば かりで 御座いま すが、 今 大路 

家 は 御 維新 後 零落 致しまして 一 粒 種の 私 は 大阪へ ある 

賤しい稼業に 売られようと 致し ましたの を、 こちらの 

主人に 救われ ましたので 御座います。 申す まで もな く 

この 家に この 鼓が ：：： 」 

とや おら 顔 を 上げて 鼓から 二人の 顔へ 眼 を 移した。 

曇 つ た 顔 をして 曇 つ た 声で 云 つ た。 

「 ：•：• この 家に この 鼓が 御座い ますこと は、 とっくに 

承 わって おり ましたが、 その 鼓に 呪われて このような 



「あのね …… 」 

と 未亡人 はやつ と 笑い 止んだ。 その 声 は なめらかに 

落ち 付いていた。 私の 枕元に 坐り 直したら しい。 

「音 丸さん。 よく 気 を 落ちつけ て、 まじめに きいて 頂 

いのち 

戴よ。 あなたと 私の 生命に かかわる ことなん ですから- 

よ ござんす か …… 。 あたしね。 この間 往来で お 眼に か 

かった 時に すぐに あなた だとい うこと がわかった ので 

す。 だって 若 先生の 戒名 を あなたが 落した の を 拾った 

ん です もの。 それから 妻 木 を 問い 訊して あなたと 御 一 

緒に お菓子 をい ズ i/ レ i/ 

あと、 それ を 隠そうと した こ 

と を 白状 させました。 そうして それと 一 緒に あなたの 



未亡人 は 二 口 三 ロゴ クゴク と 飲む と 手 を 離した。 蒲 

ほとばし 

団 から 畳に 転がり 落ちた 銀 瓶から ドッと 水が 迸 リ流 

れた。 

未亡人 はガ ックリ となった。 

r サ ョ ナ ラ 」 

と 消え消えに 云う うちに 夫人の 顔 は 私の 方 を 向いた 

まま 次第 次第に 死相 を あらわし はじめた。 

兄 は 唇 を 嚙んで その 横顔 を 睨み 詰めた。 

自動車が 桜 田 町へ 出る と 私 は 運転手 を 呼び止めて、 

「東京 駅へ」 と 云った。 何のた めに 東京 駅へ 行く かわ 



「鶴 原 子爵 未亡人」 という 大きな 活字が 眼に ついた。 

▲ きょうの 午前 十 時に 美人と 淫蕩で 有名な 鶴 原 子爵 

あざぶ 

未亡人 ツル子 (三 一) がー 人の 青年と 共に 麻布 

こうがい ちょう 

笄 町の 自宅で 焼け死んだ。 その 表面 は 心中と 見 

える が 実は 他殺で ある。 その 証拠に 焼け 爛れた 短刀 

の 中味 は 二人の 枕元から 発見され たに も 拘わらず、 

さや くちがね 

その 鞘の 口金 は そこから 数 間 を 隔てた 廊下の 隅から 

探し出された。 

▲ 未亡人 は 二、 三日 前 東洋 銀行から 預金 全部 を 引き 

出した ばかりでなく、 家 や 地面 も 数日 前から 金に 換 

えていた がその 金 は 焼失して いないら しい。 



▲ 未亡人と 一緒に 焼け死ん でいた 青年 は、 同居して 

いた 夫人の 甥で 妻 木敏郎 (二 七) という 青年で ある 

ことが 判明した。 同家に は 女中 も 何も 居なかったら 

しく 様子が 全く わからな いが 痴情の 果 という 噂 も あ 

る。 

▲ 当局で は 目下 全力 を 挙げて この 怪事件 を 調査 中… 

そんな 事 を 未亡人の 生前の 不行跡と 一 緒に 長々 と 書 

き 並べて ある。 それ を 見て いるう ちに あくびが いくつ 

も 出て 来たので、 私 は 窓に 倚り かかった まま ゥ トウ ト 

と 居眠り を はじめた。 



夕方に なって 祇園の 通りへ 出た が、 そこの 町々 の 美 

しい あかり を 見る と 私 はた まら なくなつ かしくな つ た _ 

何だか 赤ん坊に なって 生れ 故郷へ 帰った ような 気持ち 

になって ボン ャリ 立って いると 向う から 綺麗な 舞い 妓 

が 二人連れ 立って 来た。 その 右側の 妓の眼 鼻 立ちが 鶴 

原の 未亡人に ソ ックリ のように 見えた ので、 私 は 思わ 

ず 微笑しながら 近付いて 名前 をき いたら 右側の は 「美 

千代」、 左側の は 「玉代」 といった。 「うち は？」 とき 

いたら 美 千代が 向う の 角 を 指した。 その 手に 名刺 を 渡 

しながら、 

「どこかで 僕と お話しして くれません か」 



みるみる 鼓の 音に 明る 味が ついて 来て やがて 全く 普 

通の 鼓の 音に なった。 しかも 日本晴れに 晴れ渡った 青 

空の ように 澄み切った 音に かわ つ てし まった。 

「ィ ャァ ：•：• △ ::: ハ ァ ：•：• 〇 ：•：• ハ アツ 〇 ：：： 

ポ ポ 

〇〇」 

おきな 

それ は 名曲 『翁』 の 鼓の 手であった。 

「とう とうたら りたら リらァ 。 所 千代まで 

せんしゅう さむ 

おわし ませ ェ —— 。 吾等 も 千秋 侍らおう —— 。 鶴と 

亀との 齢に てェ —— 。 幸い 心に まかせたり ィ —— 。 

とう とうたら りたら りら ァ 」 

と 私 は 心の中で 謡い 合わせながら、 久しぶりに 身 も 
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